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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 19年 6月 29日の決算発表時に公表した平成 20年 5月期（平成 19年 6月 1日～平成 20年 5月

31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１. 平成 20年 5月期中間業績予想数値の修正（平成 19年 6月 1日～平成 19年 11月 30日） 

(1) 連結業績予想の修正 
（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 76,600  7,000  7,700    4,700  

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 72,100  6,600  5,700    2,400  

増  減  額   （Ｂ－Ａ）  △4,500  △400  △2,000    △2,300  

増  減  率   （％）  △5.9  △5.7  △26.0    △48.9  

前期実績（平成 19年 5月期中間） 74,267    7,856  8,891    4,540  

 

 

(2) 単独業績予想の修正 
（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 52,500  4,100  4,800    3,900  

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 50,300  4,200  4,300    1,600  

増  減  額   （Ｂ－Ａ） △2,200  100   △500    △2,300  

増  減  率   （％） △4.2  2.4   △10.4     △59.0  

前期実績（平成 19年 5月期中間） 51,509  4,366  6,208    3,351  

 

 



２. 平成 20年 5月期通期業績予想数値の修正（平成 19年 6月 1日～平成 20年 5月 31日） 

(1) 連結業績予想の修正 
（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 160,000  15,500  16,000    9,500  

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 148,500  13,600  12,200    6,700  

増  減  額   （Ｂ－Ａ） △11,500  △1,900  △3,800    △2,800  

増  減  率   （％） △7.2  △12.3  △23.8    △29.5  

前期実績（平成 19年 5月期） 148,124  13,536  15,138    6,610  

  (参考) １株当たり予想当期純利益（通期） 36円 89銭 

 

(2) 単独業績予想の修正 
（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 110,000  9,000  10,000    7,000  

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 105,700  9,000  9,500    6,000  

増  減  額   （Ｂ－Ａ） △4,300  0  △500    △1,000  

増  減  率   （％） △3.9  0.0  △5.0    △14.3  

前期実績（平成 19年 5月期） 103,624  8,573  11,218    4,347  

  (参考) １株当たり予想当期純利益（通期） 33円  03銭 

 

 

３. 中間期業績予想修正の理由 

（連結） 

 当中間期の連結業績は、子会社の業績見通しが前回予想を下回ったこと、為替差損があったことな

どにより売上高、営業利益および経常利益は前回予想を下回る見込です。中間純利益は、単独会社で

予定していた不動産売却益が、下期へと繰延べられたことなどにより前回予想を大幅に下回る見込で

す。 

 通期見通しは、主に子会社の業績見通しが前回予想を下回ることなどにより売上高および利益とも

に下方に修正しております。 

 

（単独） 

  当中間期の営業利益は、医薬事業本部の売上が増加したこと、販売費及び一般管理費が減少したこ

となどにより前回予想を上回る見込です。経常利益は、ドル安の影響で為替差損があったことなどに

より前回予想を下回る見込みです。中間純利益は、上期に予定していた不動産売却益が下期へと繰延

べられたことなどにより前回予想を大幅に下回る見込みです。 

  通期見通しは、機能化学品事業および化学品事業の業績見通しが前回予想を下回ることなどにより

売上高をさらに下方に修正しております。 

 

以上 


